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年の集計では 20歳代以下が 4.0%、30歳代が 12.0%、
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に達し、1990 年代までの累計を 10 年で上回って
いる。さらに、2010 年代をみると、2010 年から
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年 人口（人） 世帯数 高齢化率（%）
1965 3,254 726 11.5
1970 2,948 717 14.9
1975 2,803 711 16.3
1980 2,714 708 18.2
1985 2,667 708 20.0
1990 2,537 698 24.8
1995 2,459 695 29.6
2000 2,266 693 35.3
2005 2,151 708 36.5
2010 1,944 675 38.1
2015 1,745 682 42.3
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図 3 和良おこし協議会の空き家対策・移住促進事業 
（和良おこし協議会提供資料） 
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歳代のそれぞれ 3世帯（各 25.0％）が続く（図 4）。














歳代が 21 人（39.6%）、40 歳代が 13 人（24.5%）

















する人。該当者には、対象経費の 3 分の 1（上限
30万円）が補助される。 
移住世帯 移住年月 前住地 出身地 世帯構成
A 2015年4月 岐阜県（瑞穂市） 岐阜県（大垣市） 単身（男）
B 2015年4月 愛知県（愛西市） 愛知県（愛西市） 夫婦
C 2016年1月 愛知県（一宮市） 愛知県（一宮市） 夫婦＋子ども1人
D 2016年11月 鳥取県（智頭町） 岐阜県（各務原市） 夫婦
E 2016年12月 岐阜県（郡上市） 愛知県（大口町） 単身（男）
F 2016年12月 岐阜県（飛騨市） 岐阜県（飛騨市） 単身（女）
G 2017年3月 京都府（福知山市） 岐阜県（美濃加茂市） 夫婦＋子ども5人
H 2017年5月 愛知県（名古屋市） 愛知県（刈谷市） 夫婦
I 2017年5月 新潟県（柏崎市） 新潟県（長岡市） 単身（女）
J 2017年6月 滋賀県（大津市） 高知県（いの町） 単身（男）
K 2017年6月 愛知県（名古屋市） 愛知県（岩倉市） 単身
L 2017年7月 岐阜県（各務原市） 愛知県（扶桑町） 夫婦＋子ども1人
（聞き取り調査により作成） 
表 2 調査世帯（移住者）の概要（2017年 9月） 
表 2 調査世帯（移住者）の概要（2017年 9月） 
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れぞれ 3 世帯と最も多かった（図 5）。「田舎暮ら
















図 5 移住動機 
（聞き取り調査により作成） 
図 6 移住先として和良町を選択した理由（複数回答） 
（聞き取り調査により作成） 
図 5 移住動機 
（聞き取り調査により作成） 
図 6 移住先として和良町を選択した理由（複数回答） 
（聞き取り調査により作成） 
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表 3 移住後の感想・評価 
（聞き取り調査により作成） 
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む P 氏（70 歳代）である。F 氏が住んでいる家は









たという。2016年に S 氏から F氏を紹介され、20
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移住者 D 氏とその家主 T 氏（70 歳代）、集落③在
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置している。表 2・3中の移住者 C氏、G氏、J 氏、
G 氏の家主であり、J 氏の居住する地区の組長でも
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した。また、本研究の骨子は、林琢也研究室が 2018 年 2
月 27 日に郡上市和良町（会場：わらおこし）で実施した
「2017 年度 移住者調査 成果報告会」において発表した。 
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注 記 




























5) パン屋は 2018年 6 月 3日にオープンした。このニュ
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